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おだわら情報

　

３
月
７
日
の「
消
防
記
念
日
」に
ち
な
み
、

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
消
防
記
念
日
」
は
、昭
和
23
年
３
月
７

日
に
、
現
在
の
消
防
制
度
を
取
り
決
め
た

「
消
防
組
織
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時

季
に
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、

火
災
に
よ
る
死

者
や
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
た

め
、
火
災
予
防

の
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。 Y

予
防
課　

☎
49
４
４
２
４

住
宅
防
災　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

●
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

●
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
に
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

●
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

初期消火活動で
中学生が表彰されました!!

泉中学校２年　木村涼
りょう

さん

　昨年12月、近隣の家から出て
いた炎に、屋外の水道ホースを
使い、初期消火に貢献。１月に
行われた消防出初式で、消防長
から感謝状が贈られました。
　お父様の裕

ひろ

朗
あき

さんは、市消防
団第１３分団に所属し、出初式で
は、優良消防団員表彰を受賞。
　日頃の火災予防への高い意識
が、今回の涼さんの行動につなが
り、被害を最小限に抑えることが
できました。

３
月
１
日（
火
）〜
７
日（
月
）

春
の
火
災
予
防
運
動

Y
小
田
原
警
察
署　

☎
32
０
１
１
０
、
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

●
道
路
横
断
中
の

　

高
齢
者
交
通
事
故
が
多
発
！

　

平
成
22
年
中
の
市
内
の
交
通
事
故
件
数

は
１
，０
３
２
件
で
、
平
成
13
年
を
ピ
ー

ク
に
９
年
連
続
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
や
自
転
車
利
用
者
が

関
係
す
る
交
通
事
故
の
割
合
は
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
道
路
横
断
中
の
高
齢
者

が
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
て
亡
く
な
る
交
通

事
故
が
、
昨
年
11
月
と
12
月
に
、
早
川
と

扇
町
で
連
続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。

　

道
路
横
断
中
の
事
故
の
多
く
は
、
午
後

４
時
か
ら
８
時
ま
で
の
時
間
帯
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

安
全
を
十
分
に
確
認
し
、
夕
方
や
夜
間
に

外
出
す
る
と
き
は
、
目
立
つ
色
の
服
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
市
販
さ
れ
て
い
る
反
射

材
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

な
お
、
車
を
運
転
す
る
際
は
「
人
に
や

さ
し
い
運
転
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
振
り
込
め
詐
欺
が
増
加
！

　

小
田
原
警
察
署
管
内
で
は
、
平
成
22
年

中
に
15
件
の
振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
し
、

被
害
総
額
は
約
１
，０
０
０
万
円
で
し
た
。

防犯教室（振り込め詐欺の寸劇）のようす

消防出初式での訓練

出初式で表彰された木村さん

ま
た
県
内
で
は
約
７
８
０
件
の
振
り
込
め

詐
欺
が
発
生
し
、
被
害
総
額
は
約
11
億
円

で
、
前
年
比
で
約
３
億
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

県
警
察
本

部
に
よ
る
と
、

振
り
込
め
詐

欺
の
手
口
と

し
て
、
警
察

官
や
金
融
機

関
な
ど
の
職

員
を
装
っ
た

犯
人
が
、
現

金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
来
る
「
手
渡

し
型
」
が
増
加
。
ま
た
、
金
融
機
関
か
ら

振
り
込
ま
せ
る
場
合
で
は
、「
家
族
へ
の

振
り
込
み
だ
か
ら
大
丈
夫
と
言
っ
て
」
な

ど
と
金
融
機
関
の
職
員
に
伝
え
る
内
容
を
、

犯
人
が
事
前
に
指
示
す
る
ケ
ー
ス
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
決
し
て
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
お
金
を
要
求
す

る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き
は
、
慌
て

ず
、
ま
た
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
振
り
込
む

前
に
必
ず
警
察
や
家
族
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
情
報
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日
本
で
は
、
自
殺
者
数
が
平
成
10
年
以

降
、
12
年
連
続
で
３
万
人
を
超
え
る
高
い

水
準
で
推
移
す
る
深
刻
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、自
殺
問
題
へ
の
対
策

と
し
て
、
平
成
18
年
６
月
に
「
自
殺
対
策

基
本
法
」
が
成
立
し
、
さ
ら
に
翌
年
６
月

に
は「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」が
策
定
さ
れ
、

社
会
的
な
取
り
組
み
と
し
て
自
殺
防
止
対

策
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
21
年
度
よ
り
地
域
自
殺
対

策
緊
急
強
化
事
業
を
実
施
し
、
普
及
啓
発

事
業
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
）
や
地
域
で
見

守
る
人
材
育
成
の
た
め
の
講
演
会
、
個

別
の
訪
問
指
導
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
本
市
の
自
殺
者
の
状
況

　

毎
年
約
40
人
の
尊
い
命
が
自
殺
に
よ
っ

て
失
わ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
10
倍
の
自
殺

未
遂
者
が
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
殺
は
、
人
ご
と
で
は
な
く
身
近
な
問
題
で
す
。
毎
年
、
月
別
自
殺
者
数

の
最
も
多
い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
「
生

き
る
支
援
」
と
し
て
重
点
的
な
広
報
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
輝
い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
自
殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Y
健
康
づ
く
り
課　

☎
47
０
８
２
０

Y
文
化
財
課

　

☎
33
１
７
１
５

■
１
市
３
町
（
小
田
原
市
・
箱
根
町
・
真

鶴
町
・
湯
河
原
町
）
の
自
殺
者
の
特
徴

　

警
察
庁
集
計
デ
ー
タ
（
２
０
０
７
〜
８

年
）
に
よ
る
と
、
60
歳
以
上
の
か
た
の
割

合
が
県
内
の
平
均
と
比
べ
て
高
く
、
男
性

の
自
殺
者
数
は
、
女
性
の
約
３
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

健
康
問
題
を
原
因
と
す
る
自
殺
者
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に
、

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
！

●
声
を
掛
け
る　

●
耳
を
傾
け
る

●
相
談
す
る　
　

●
寄
り
添
う

■
自
殺
の
３
つ
の
基
本
認
識

○
自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択

の
結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係

し
て
、
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の

死
と
い
え
ま
す
。

○
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

制
度
・
慣
行
の
見
直
し
や
相
談
・
支
援

体
制
の
整
備
な
ど
の
社
会
的
な
取
り
組

み
と
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
へ
の

適
切
な
治
療
に
よ
り
、
自
殺
を
防
ぐ
こ

と
が
可
能
で
す
。

○
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
サ
イ
ン
を

発
し
て
い
る

身
近
な
人
が
、
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ

い
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
こ
の
気
づ
き

を
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

小
田
原
城
址

公
園
内
の
馬
屋

曲
輪
に
あ
っ
た

北
村
透
谷
碑
は
、

こ
の
た
び
史
跡

小
田
原
城
跡
馬

屋
曲
輪
整
備
事

業
に
伴
い
、
小

田
原
文
学
館
敷

地
内
に
移
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
除
幕
式
と
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

【
除
幕
式
】

日
時　

３
月
12
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所　

小
田
原
文
学
館

【
記
念
講
演
（
要
事
前
申
し
込
み
）】

日
時　

３
月
12
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

場
所　

白
秋
童
謡
館

講
師　

金
原
左
門
さ
ん（
中
央
大
学
名
誉

教
授
）

演
題　

小
田
原
に
愛
着
を
も
っ
た
北
村
透

谷—

透
谷
と
諭
吉
・
尊
徳
・
正ま

さ

兄え

と—

定
員　

50
人
・
先
着
順

申
込　

３
月
10
日（
木
）ま
で
に
、
電
話
で
。

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す
！

〜
一
人
ひ
と
り
が
大
切
な
命
〜

北
村
透と

う

谷こ
く

碑
を

移
設
し
ま
し
た
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小
田
原
駅
と
そ
の
周
辺
は
、
富
士
・
箱
根
・

伊
豆
に
通
じ
る
広
域
交
流
の
玄
関
口
で
あ
り
、

県
西
地
域
の
住
民
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な

拠
点
区
域
で
す
。

　

小
田
原
地
下
街
は
、
駅
の
東
口
に
あ
り
、

中
心
市
街
地
の
核
と
な
る
施
設
で
、
い
わ
ば

＂
小
田
原
の
入
り
口
＂
と
し
て
機
能
し
活
用

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
市
街

地
へ
の
回
遊
を
促
す
重
要

な
空
間
と
い
え
ま
す
。

　

地
下
街
の
再
開
に
あ

た
っ
て
は
『
地
域
資
源
の

活
用
』
や
『
回
遊
性
の
向

上
を
図
る
』
な
ど
、
地
域

振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て

新
し
い
価
値
を
備
え
た
公

共
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
過
去
の
経
験
を
踏
ま
え
、
将
来

を
見
据
え
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
再
生
計
画

の
策
定
や
、
運
営
基
盤
を
盤
石
な
も
の
に
す

る
な
ど
、
十
分
な
検
討
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
地
下
街
の
一
方
の
土
地
所
有
者

小
田
原
駅
に
隣
接
し
、
地
域
資
源
の
発
信
や
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
施
設
と
し
て
、
再

生
が
期
待
さ
れ
る
小
田
原
地
下
街
。

小
田
原
の
魅
力
発
信
、
交
流
・
人
口
の
増
加
、
ひ
い
て
は
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

し
て
住
民
と
来
訪
者
の
双
方
が
満
足
で
き
る
施
設
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
３
７
９

で
あ
り
、
地
域
振
興
・
地
域
貢
献
に
向
け
た

取
り
組
み
や
、
商
業
面
で
の
経
営
実
績
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
小
田
原
駅
、
地
下
街
、
駅

ビ
ル
と
そ
の
周
辺
商
店
街
と
の
連
携
・
調
和

を
図
り
、
小
田
原
の
魅
力
を
高
め
、
ひ
い
て

は
本
市
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
協

議
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
両

者
の
間
で
基
本
合
意
に
至
り
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
度
末
を
地
下
街
再

開
の
目
標
と
し
て
、
今
後
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
グ

ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
湘
南
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
と
連
携
・
協

力
し
て
、「
地
下
街
再
生
計
画
」

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
内
容
な
ど
は
、
今
後
の
十

分
な
検
討
を
踏
ま
え
、「
地
下
街
再
生
計
画
」

に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

１
日
も
早
い
地
下
街
の
再
開
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日
常
と
観
光
が
重
な
る

楽
し
さ
の
創
造

　

地
下
街
は
、
交
流
と
創
造
の
場
と
し
て
、

「
日
常
と
観
光
が
重
な
る
楽
し
さ
の
創
造
」

を
目
標
に
、
次
に
掲
げ
る
施
設
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

❶
地
域
住
民
、
来
訪
者
の
両
方
が
満
足
で
き

る
施
設

◇
小
田
原
の
「
ま
ち
・
歴
史
・
観
光
な
ど
」

を
情
報
発
信
す
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

◇
多
目
的
利
用
が
可
能
な
環
境
・
空
間

❷
地
下
街
で
の
業
態
自
体
が
、来
訪
「
目
的
」

と
な
る
よ
う
な
魅
力
を
つ
く
る

◇
小
田
原
ら
し
さ
の
あ
る
業
態
の
創
出

◇
非
日
常
空
間
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
づ

く
り

◇
話
題
性
・
柔
軟
性

　　

地
下
街
の
具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
施
設
（
ゾ
ー
ン
）
の
配
置
な
ど
を

再
生
計
画
に
盛
り
込
み
ま
す
。

●
地
域
に
密
着
し
た
利
便
性
と
、
駅
前
と
い

う
立
地
を
生
か
し
、
駅
周
辺
に
に
ぎ
わ
い

を
も
た
ら
す
よ
う
な
『
商
業
ゾ
ー
ン
』

●
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
生

活
品
を
取
り
揃
え
る
と
と
も
に
、
短
期
催

事
ス
ペ
ー
ス
に
よ
り
、＂
新
し
い
特
産
品
＂

を
情
報
発
信
す
る
『
地
産
品
マ
ル
シ
ェ
・

お
土
産
ゾ
ー
ン
』

●
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
か
た
も
特

産
品
を
そ
の
場
で
楽
し
め
る
『
小
田
原
の

食
の
提
供
ゾ
ー
ン
』

●
観
光
施
設
な
ど
の
情
報
発
信
や
観
光
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
『
情
報
発
信
・
交
流
ゾ
ー
ン
﹄

●
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
観
光
客
と
の

交
流
を
図
る
『
催
事
イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
』

小
田
原
地
下
街
再
生
を
目
指
し
て

まちなか
へ

【小田原地下街の再生プランイメージ】

駅
から

【コンセプト】
日常と観光が重なる楽しさの創造

【キーワード】
小田原らしさ、地産地消、限定、発見、

発信、交流、体験、にぎわい

商業

催事イベント

小田原の
食の提供

情報発信・
交流

地産品マルシェ・
お土産
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自
治
会
長
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
人
と

出
会
い
、
よ
り
深
く
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
地
域
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
菅
納
さ
ん
を
助
け
て
く
れ

る
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
掃
除
を
す
る
な
ど

自
ら
地
域
の
た
め
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
る

か
た
へ
の
あ
り
が
た
み
に
、
改
め
て
気
付

か
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
挨
拶
す
る
際
の
会

話
も
増
え
、
菅
納
さ
ん
の
、
地
域
の
人
に

対
す
る
気
持
ち
の
距
離
が
縮
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
紡
が
れ
る
き
ず
な
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
活
動
を
し
て
い
く
う
え
で
、
と

て
も
大
切
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
「
助
け
ら
れ
な
が
ら
で
す
が
、
こ
の
経

験
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
地
域
と
人

が
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
興
味
や

関
心
が
あ
っ
て
も
、
き
っ
か
け
が
つ
か
め

な
か
っ
た
り
、
健
康
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、

参
加
で
き
な
い
か
た
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
少
し
で
も
行
事
な
ど
に
参

加
す
れ
ば
、
地
域
の
こ
と
や
、
人
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
貴
重

な
機
会
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　

生
ま
れ
育
っ
た
茅
ヶ
崎
も
海
が
近
く
て

大
好
き
で
す
が
、
山
が
あ
り
、
鳥
の
声
が

聞
こ
え
る
今
の
環
境
も
、
大
好
き
だ
と
い

う
菅
納
さ
ん
の
笑
顔
に
、
人
へ
の
感
謝
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

 

25
歳
、市
内

最
年
少
の
自

治
会
長
は
、

す
て
き
な
雑

貨
で
部
屋
を

彩
る
、
お
し
ゃ
れ
で
か
わ
い
い
女
性
で
す
。

　

昨
年
４
月
、
仕
事
と
の
両
立
や
年
齢
の

面
に
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
治
会
長

を
引
き
受
け
ま
し
た
。「
戸
惑
う
こ
と
ば

か
り
で
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
は
に
か
み
ま
す
。

　

菅
納
さ
ん
が
、
こ
こ
に
暮
ら
し
始
め
た

の
は
、
ほ
ん
の
２
年
程
前
。
そ
れ
以
前
に
、

職
場
の
先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
橘
北
地
区
の

「
健
民
祭
」
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ

の
地
域
の
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
が
気
に
入

り
ま
し
た
。

【
連
載
】

市
内
最
年
少
自
治
会
長（
橘
団
地
共
同
地
区
）

菅か
ん

納の
う

さ
や
か
さ
ん

「
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
…
」

昨年の夏祭り（地域の皆さんとの楽しいひととき）

　

寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
夜
の
グ
ラ
ン
ド
。
元
気

な
掛
け
声
と
白
い
息
。
黙
々
と
走
り
こ
む
若

人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

オ
ー
ル
小
田
原
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、

高
校
野
球
へ
と
続
く
野
球
技
術
を
し
っ
か
り

と
教
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
21
年
４
月

に
結
成
さ
れ
た
中
学
生
の

軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

で
す
。

　

昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
た

西
湘
地
区
大
会
に
優
勝
す

る
と
、
勢
い
そ
の
ま
ま
に

県
大
会
で
も
優
勝
し
、
県

代
表
と
し
て
臨
ん
だ
関
東

大
会
で
も
見
事
勝
利
。
今

月
25
日
か
ら
、
静
岡
県
で

開
催
さ
れ
る
「
文
部
科
学

大
臣
杯
第
２
回
全
日
本
少

年
春
季
軟
式
野
球
大
会

（
以
下
、
全
国
大
会
）」
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
か
ら
厚
い
信
頼

を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
キ
ャ

プ
テ
ン
の
大
野
君
は
「
選

手
、
ベ
ン
チ
、
保
護
者
の

か
た
全
員
の
気
持
ち
が
一

致
団
結
し
て
い
た
か
ら
こ

そ
勝
利
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
言

い
ま
す
。
ま
た
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
安
田
君

も
「
チ
ャ
ン
ス
の
時
は
も
ち
ろ
ん
、
負
け
て

い
る
時
も
声
を
出
し
合
う
。
チ
ー
ム
が
一
丸

と
な
っ
て
試
合
に
臨
ん
で
い
る
」
と
、
結
束

力
に
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
強
豪
32
チ
ー
ム
が

出
場
す
る
全
国
大
会
で
は
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
日

本
一
を
争
い
ま
す
。

　
「
負
け
て
い
る
時
は
試

合
を
立
て
直
し
、
攻
撃
を

次
へ
、
次
へ
と
つ
な
い
で

い
き
た
い
」
と
セ
カ
ン
ド

の
東
山
君
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー

の
深
野
君
も
「
出
る
か
ら

に
は
も
ち
ろ
ん
優
勝
を

狙
っ
て
い
き
ま
す
」
と
気

合
い
が
入
り
ま
す
。

　

信
じ
あ
え
る
仲
間
と
と

も
に
挑
む
大
舞
台
で
、
最

高
の
思
い
出
を
作
る
た
め
、

さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
毎
日
厳
し
く

も
楽
し
み
な
が
ら
、
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

チームの仲間を
信じて
オール小田原

ベースボールクラブ

菅納さやかさん
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小
田
原
市
、
松
田
町
出
身
で
、
青
春
を
こ
の
小
田
原
で
過
ご
し
た

彼
ら
の
音
楽
は
、
ま
さ
し
く
小
田
原
育
ち
。

秀
逸
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
多
く
の
人
に
共
感
さ
れ
る
歌
詞
、

ラ
イ
ブ
を
積
み
重
ね
身
に
つ
け
た
演
奏
力
と

透
明
感
の
あ
る
ボ
ー
カ
ル
が
、
聴
く
者
を
魅
了
し
ま
す
。

デ
ビ
ュ
ー
10
周
年
を
迎
え
、
昨
年
発
売
し
た
ア
ル
バ
ム
が
、

オ
リ
コ
ン
チ
ャ
ー
ト
で
ト
ッ
プ
10
入
り
を
果
た
し
、

今
年
５
月
に
は
、
初
の
日
本
武
道
館
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
が
決
定
!!

今
ま
さ
に
波
に
乗
る
彼
ら
を
迎
え
、
加
藤
市
長
が
対
談
。

フ
ァ
ン
を
引
き
つ
け
る
音
楽
へ
の
真
摯
な
姿
勢
、

彼
ら
に
影
響
を
与
え
た
小
田
原
の
エ
ッ
セ
ン
ス
、

青
春
ま
っ
た
だ
中
を
過
ご
す
若
者
た
ち
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

Y広報広聴室　☎３３-１２６１

〔ドラムス〕
渡辺拓郎
松田町出身
１９８２年１０月５日
Ｏ型

〔ギター〕
田中ユウイチ
芦子小→白山中
→足柄高
１９８２年６月８日
Ｂ型

〔ボーカル〕

ｈホジーｏｚｚｙ
泉中→相洋高
１９８２年６月２７日
Ｂ型

〔ベース（リーダー）〕
藤森真一
芦子小→白山中→
西湘高
１９８３年３月１０日　Ａ
ＡＢ型

対談対談
市長 藍坊主

小田原出身！人気ロックバンド

あお ぼう ず

TALK
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市
長　

藍
坊
主
さ
ん
の
曲
を
聞
い
た
と
き
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
心
に
響
く
曲
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
フ
ァ
ン
を
着
実
に
増
や
さ
れ
て
い

る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
音
楽
を
始
め

て
か
ら
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
い
か
が

で
す
か
。

藤
森　

音
楽
を
始
め
た
頃
、
10
年
先
に
ど

れ
だ
け
プ
ロ
に
近
づ
け
る
か
、
10
年
先
な

ん
て
遠
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
れ

ば
や
る
ほ
ど
、
目
指
す
べ
き
山
の
て
っ
ぺ

ん
が
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん

で
す
。
で
も
、
そ
ん
な
ふ
う
に
こ
の
先
10

年
も
や
っ
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。

市
長　

曲
の
中
に
は
、
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ

と
で
あ
る
、
小
田
原
の
こ
と
が
歌
わ
れ
て

い
る
の
か
な
と
思
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す

ね
。
こ
こ
で
過
ご
し
た
こ
と
、
こ
こ
に
あ

る
風
景
は
、
皆
さ
ん
の
音
楽
、
皆
さ
ん
ご

自
身
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
ま
す
か
。

田
中　

小
田
原
を
離
れ
て
み
て
、
小
田

原
っ
て
絶
妙
な
位
置
に
あ
る
っ
て
感
じ
る

ん
で
す
よ
ね
。
新
し
い
も
の
、
い
わ
ゆ
る

主
流
で
あ
る
も
の
が
集
ま
る
東
京
か
ら
、

そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
の
で
、
都
会
的

な
要
素
も
あ
る
反
面
、
小
田
原
に
し
か
な

い
小
田
原
な
ら
で
は
の
よ
さ
が
あ
る
。
僕

ら
の
音
楽
も
ま
る
で
小
田
原
の
よ
う
に
あ

り
た
い
ん
で
す
。
誰
に
で
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
分
か
り
や
す
い
部
分
も
あ
っ
て
、
で

も
ち
ゃ
ん
と
僕
ら
ら
し
さ
も
持
っ
て
い
た

い
。
小
田
原
で
育
っ
た
こ
と
が
そ
ん
な
ふ

う
に
目
指
す
音
楽
に
影
響
し
て
い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

ホ
ジ
ー　

悲
し
い
こ
と
、
う
れ
し
い
こ
と
、

つ
ら
い
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
小
田
原
に
も
そ

れ
ら
が
あ
る
け
ど
、
絶
望
感
は
な
い
ん
で

す
よ
ね
。
小
田
原
で
は
、
悲
し
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
絶
対
絶
望
し
て
し
ま
う
こ
と

は
な
い
ん
で
す
。
見
た
目
じ
ゃ
分
か
ら
な

い
し
、
理
由
も
分
か
ら
な
い
け
ど
、
山
に

囲
ま
れ
て
い
る
自
然
の
力
な
の
か
、
小
田

原
で
活
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
、
ま

た
そ
こ
か
ら
頑
張
る
力
が
湧
い
て
く
る
ん

で
す
よ
ね
。

渡
辺　

僕
た
ち
以
外
に
も
、
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
小
田
原
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
は
、
実
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
高

校
時
代
に
、
小
田
原
で
バ
ン
ド
や
っ
て
い

る
同
世
代
と
出
会
っ
て
受
け
た
刺
激
が
、

自
分
の
音
楽
に
強
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

市
長　

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
こ
ろ
の
ア
ル
バ

ム
「
藍
坊
主
」
の
「
未
成
年
」
と
い
う
曲
を

聞
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
の
場
所
を
大
事
に
思
い
育
っ
て
欲
し
い

と
願
う
小
田
原
の
若
者
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

藤
森　

自
分
が
幼
か
っ
た
頃
を
振
り
返
る

と
、
周
り
の
大
人
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
許
し

て
く
れ
て
い
た
な
ぁ
っ
て
思
う
部
分
が
多

い
で
す
。
大
き
な
器
み
た
い
な
小
田
原
の

環
境
の
中
で
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
、
自
分
の
道
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ジ
ー　

高
校
時
代
、事
あ
る
ご
と
に「
青

春
だ
よ
な
〜
」
な
ん
て
言
う
友
人
が
い
て
、

そ
れ
は
大
事
な
こ
と
で
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

に
毎
日
を
生
き
ら
れ
て
い
た
気
が
し
て
い

ま
す
。「
今
」
は
一
度
き
り
し
か
な
い
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

渡
辺　

僕
は
音
楽
に
出
会
っ
て
、
人
生
が

変
わ
り
ま
し
た
。
人
と
の
つ
な
が
り
も
で

き
、
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
僕

に
と
っ
て
音
楽
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、

一
つ
一
つ
取
り
組
ん
で
い
る
目
の
前
の
こ

と
が
、
人
生
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
ん
だ
っ
て
、
大
切
に
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

田
中　

小
田
原
に
は
、
自
然
も
遊
ぶ
と
こ

ろ
も
あ
る
か
ら
、
自
分
か
ら
何
か
を
始
め

な
く
て
も
、
何
と
な
く
楽
し
く
過
ご
せ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
僕
ら
が
高
校

を
卒
業
し
た
頃
に
、
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
触
れ
合
え
た

よ
う
に
、
小
田
原
の
過
ご
し
や
す
さ
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
、
自
分
か
ら
何
か
を
始

め
て
欲
し
い
で
す
。

市
長　

皆
さ
ん
は
小
田
原
を
元
気
に
す
る
、

本
当
に
貴
重
な
存
在
で
す
。
今
後
も
活
動

を
通
じ
て
小
田
原
に
元
気
を
注
い
で
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
応
援
し
て

い
ま
す
の
で
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藍
坊
主　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「藍空大音楽祭〜the very best of aobozu」
武道館に藍坊主を！！  見に行こうよ♪聴きに行こうよ♪

【日時】５月６日㈮　午後５時３０分開場　６時３０分開演
【場所】日本武道館（東京都千代田区）

【チケット（全席指定）】前売り４,８００円
３月１２日㈯午前１０時〜　チケットぴあ、ローソンチケット、
イープラスの各プレイガイドで発売。
【問い合わせ】スーパーキャスト　☎０３-５５７３-２２９９

５/６㊎
　　武道館ワンマンライブ初！

have a talk with the Mayor of Odawara



ま
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報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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県
内
で
は
横
浜
駅
に
次
い

で
２
番
目
に
完
成
し
た
地
下

街
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

２
０
０
７
年
に
売
り
上
げ
の

減
少
に
よ
り
、
市
民
に
惜
し

ま
れ
つ
つ
閉
店
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
に
は
、
市
民
や
有
識
者
で

構
成
さ
れ
た
「
小
田
原
駅
・
小
田
原
城
周

辺
ま
ち
づ
く
り
検
討

委
員
会
」
か
ら
、
地

下
街
の
再
生
に
向
け

た
活
用
方
法
が
提
言

さ
れ
、
現
在
、
再
開

に
向
け
た
、
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

小
田
原
地
下
街
を
は
じ
め
駅
周
辺
の
商

店
街
は
、
ま
さ
に
小
田
原
の
顔
。

　

住
む
人
、
訪
れ
る
人
を
迎
え
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
表
情
を
目
指
し
た
、
新
し
い
小

田
原
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
鉄
道
５
社
が
乗
り
入
れ
、
１
日

約
19
万
人
の
乗
降
客
を
数
え
る
小
田
原
駅
。

　

駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
は
県
西
部
の
商

業
の
中
心
と

し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い

ア
ー
ケ
ー
ド

や
趣
の
あ
る

商
店
が
立
ち

並
ぶ
写
真
に

は
、
行
き
交

う
人
々
の
姿

が
写
り
、
戦

後
の
日
本
の

高
度
経
済
成
長
期
の
に
ぎ
わ
い
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

表紙の言葉

市制施行から７０年という節目の今年。
先人の営みより継承されたもの、自然事象とともに刻んだ足跡、古きよき故郷の懐かしい面影など、
小田原の歴史には「無尽蔵の市民力」へとつながることがたくさんあります。
ここでは、そうした記録と記憶をたどります。

〈連載〉

小田原
あの日あのとき

昭和１６（１９４１）年に開業した、国立印刷局小田原工場では製紙から印刷までの
一貫した紙幣づくりをしています。酒匂川の水を富士道橋下流から取水し、工場に配水
する一直線の道は通称『水

すい

道
どう

道
みち

』と呼ばれ、市民に親しまれています。
工場正門へと続く桜は見事。毎年開花時期に催される観桜会では工場内の一部が
一般開放されます。

小田原ふるさとの原風景百選　Ｎｏ.８２印刷局の桜

最終回

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト

の
進
出

　

１
９
６
８
年
に
は
丸
井
、
志
澤
、
１
９
７

２
年
に
は
ニ
チ
イ
、ナ
ッ
ク
と
い
っ
た
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
、

ま
ち
の
雰
囲
気
も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
９
７
６
年
に
は
「
ア
ミ
ー
お

だ
ち
か
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
小
田
原

地
下
街
が
整
備
さ
れ
、
中
心
市
街
地
は
さ

ら
に
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

近
年
は
景
気
の
低
迷
に
よ
り
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト
の
閉
店
が
相
次

ぎ
ま
し
た
が
、
２
０
０
５
年
に
は
、
か
ね

て
よ
り
市
民
が
期
待
を
寄
せ
て
い
た
「
駅

ビ
ル
」
ラ
ス
カ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

小田原のにぎわいを担ってきた商店街

小田原地下街のにぎわい 小田原地下街工事のようす（１９７５年）

懐かしい商店街のようす（銀座通り・１９５９年） 懐かしい商店街のようす（仲見世商店街・１９６８年）

駅周辺には大型ショッピングデパートが並びました（１９７６年）


